














































































































































日 精 （高 ）』は大学生３年生を対象にする通年用の教材であり、二部
に分けて、全32課の本文と10篇の課外読み物からなっている12)。表２のように、
本文は新聞記事をはじめ、論説文や説明文、ビジネス文書からなっている。
下記の表で一目瞭然のように、『商 日 精 （高 ）』の本文は経済、金融、
物流などを内容とするものが殆どである。2009年９月に出版され、2013年２月
表２ 『商 日 精 （高 ）』目次13)
第一課 あなたの欲しいものはなにか 第十七課 経済とは
第二課 機械と人間 第十八課 日本経済の歩み
第三課 猫ばばと死刑 第十九課 戦後史の始まり
第四課 技術革新 第二十課 生産・流通・消費




第七課 取引先とのご連絡 第二十三課 比較優位と貿易
第八課 価格についての打ち合わせ 第二十四課 人口減少と経済




第十一課 品物代金の決済書類 第二十七課 新しい金融の流れと金融制度
第十二課 品物のクレームと対応 第二十八課 アジアの工業 日本の事例
第十三課 品物の代理と委託販売 第二十九課 近代企業経営の出発



























































































































































































































































































































































































































12）李峰 著『商 日 精 （高 ）（第２版）』、 理工大学出版社、2013年 参
照。
13）同12)。
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日本経済小説がビジネス日本語教材としての可能性
